
2019 年度 フィールドスタディ（FS）実施企画 

テーマ 

タイトル 
大久保商店街（習志野市）のアメニティマップづくり 

担 当 者 吉永明弘 

実 施 時 期 2020 年 2 月下旬から 3月上旬のうちの 4日間 日 程 0 泊 4 日 

実 施 場 所 大久保商店街（京成大久保駅―日本大学生産工学部正門） 

協 力 機 関 なし 

募 集 人 員    20 人 

学 習 目 的 

商店街などを歩き、快適な場所（アメニティ）と不快な場所（ディスアメニティ）

の評価を各自で行う。また商店街の 90 年前の地図を見て、当時から存在する店

舗をチェックする。これらを通して、「空間の履歴」をふまえて環境を評価する手

法を習得する。 

行 程 

日本大学生産工学部正門に全員が集合し、そこから大久保商店街とその周辺を散

策する。 

1 回目は、快適な場所（アメニティ）と不快な場所（ディスアメニティ）の評価

を各自で行い、個人のマップに記入する。マップを提出して解散。 

2 回目は、他の人が作ったマップを見ながら、自分の評価との差異を意識して歩

く。 

3 回目は、90 年前の地図を見ながら、当時から存在する店舗をチェックする。 

4 回目は、お互いにガイドをしながら歩く。 

終了後、地域全体の評価について別に設ける期日までにレポートを提出する。 

宿 泊 場 所 

住所〒 

    （いずれも日帰り） 施設名 

℡ 

費 用 1 回につき約 2000 円（食事代など）＋現地までの交通費 

事前・事後 

学習の予定 

事前学習（2月中旬）：趣旨説明、資料配布と参加者の自己紹介を行う。 

事後学習（3月中旬）：各自のマップ、レポートをふまえて議論する。 

注 意 事 項 

(1)参加許可後に、キャンセルをしないでください。 

(2)1 日歩き回るので、歩きやすい服装で参加してください。 

(3)事前学習で配った資料を読んで参加すること。 

(4)事後学習（議論）が重要ですので、必ず参加すること。 

選 考 基 準 
希望者が 20 名よりも多かった場合には、「環境哲学基礎論」または「環境倫理学」

を受講した学生を優先する。 

評 価 方 法 製作したマップとレポート、議論への参加によって評価する。 

 

授業コード：ＡＡ００７５ 


